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一般質問（要旨）

放課後子ども教室の様子（大子養護学校）

シビックプライド（地域への誇り）
が茨城を元気にする

圏央道（仮称）水海道IC
予定地周辺

※【HTLV-1】…成人Ｔ細胞白血病やHTLV-1関連脊髄症（せきずいしょう）を引き起こす原因ウィルス。ことば
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●
質
問
者

石
田
進
議
員
（
自
民
）　

茨
城
を
元

気
に
す
る
切
り
札
と
し
て
、
地
域
へ

の
誇
り
や
愛
着
を
ブ
ラ
ン
ド
に
ま
で

高
め
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
よ
る

地
域
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
県
職

員
な
ど
の
人
材
派
遣
を
含
め
、
ど
の

よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
新
し

い
公
共
支
援
事
業
を
創
設
し
、
引
き

続
き
地
域
の
取
り
組
み
が
数
多
く
生

ま
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
。
市
町
村
が
求
め
る
人
材

の
派
遣
は
県
政
出
前
講
座
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
の

活
用
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

議
員　

自
殺
者
三
万
人
超
の

現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
県

民
の
不
安
に
対
す
る
駆
け
込

み
寺
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
市

町
村
設
置
を
提
案
す
る
が
。

知
事　

住
民
の
立
場
で
は
一
元
的
な

相
談
窓
口
が
近
く
に
あ
る
こ
と
は
極

め
て
有
効
で
あ
る
。
今
後
市
町
村
に

設
置
を
働
き
か
け
る
ほ
か
相
談
機
関

相
互
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村
合
併
の
総
括
・

検
証
、
ニ
ー
ト
の
就
労
支
援
、
神
栖

警
察
署
の
新
設
な
ど
も
質
問
）

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
よ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
は

新
事
業
の
創
設
や
人
材
派
遣
に
よ
り

積
極
的
に
行
う

田
村
け
い
子
議
員
（
公
明
）　

児
童

福
祉
法
の
改
正
で
「
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
が
平
成
二
十
四
年
四

月
か
ら
事
業
開
始
さ
れ
る
が
、
障
害

児
の
放
課
後
活
動
の
充
実
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
を
県
内
で
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
多
く
の
事
業
者
の
参
加
を

促
す
な
ど
、
障
害
児
の
放
課
後
活
動

の
充
実
に
取
り
組
む
。

議
員　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ̶

１
※

の
主
な
感

染
経
路
は
、
母
乳
を
介
し
た
母
子
感

染
で
、
根
本
的
な
治
療
法
が
な
い
た

め
、
感
染
予
防
策
が
重
要
と
さ
れ
て

い
る
。
全
市
町
村
で
妊
婦
検
診
に
抗

体
検
査
を
追
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
母
子
感
染
予
防
対
策
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
の
方
針
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

正
し
い
知
識
の
普

及
や
保
健
指
導
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

体
制
強
化
に
努
め
、
今
後
は
対
策
協

議
会
を
設
置
し
、
母
子
感
染
対
策
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
観
光
振
興
策
、
い
ば
ら

き
農
業
の
差
別
化
戦
略
な
ど
も
質

問
）

「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」に
向
け
て
の
取
り
組
み
は

障
害
児
の
居
場
所
の
拡
充
を
は
か
り

放
課
後
活
動
の
充
実
に
取
り
組
む

飯
田
智
男
議
員
（
自
県
ク
）　

圏
央

道
沿
線
市
町
が
検
討
を
進
め
て
い
る
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
の
開

発
を
支
援
す
る
な
ど
、
圏
央
道
開
通

を
契
機
と
し
た
地
域
振
興
策
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

開
発
構
想
の
実
現
を
図

る
た
め
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、
様
々

な
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
な
ど
の

支
援
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
な
ど
を

積
極
的
に
推
進
し
、
新
た
な
産
業
拠

点
の
形
成
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ

る
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

議
員　

安
定
し
た
農
家
経
営
を
可
能

と
す
る
契
約
栽
培
を
推
進
す
る
な
ど
、

県
西
地
域
に
お
け
る
農
産
物
の
産
地

育
成
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

来
年
度
か
ら
、
農

業
者
と
加
工
業
者
な
ど
を
結
び
つ
け

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

圏
央
道
開
通
を
契
機
と
し
た
地
域
振
興
策
は

新
た
な
産
業
拠
点
の
形
成
な
ど
に
よ
り

活
性
化
を
図
り
た
い

森
田
悦
男
議
員
（
自
民
）　

拠
点
工

場
の
本
県
移
転
を
決
断
し
た
日
野
自

動
車
に
感
謝
と
歓
迎
の
意
を
垂
れ
幕

や
県
情
報
の
提
供
な
ど
目
に
見
え
る

形
で
表
す
こ
と
が
必
要
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

歓
迎
の
思
い
を
示
す
う
え
で

同
社
の
生
産
や
従
業
員
の
居
住
に
適

し
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
。
要
望
へ
迅
速
、
丁
寧
に
対
応

し
、
本
県
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

二
元
代
表
制
で
は
是
々
非
々

の
議
論
が
活
発
に
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
首
長
と
議
会
の
役
割
や
関

係
を
ど
う
捉
え
、
議
会
に
臨
む
の
か
。

知
事　

執
行
機
関
の
首
長
と
意
思
決

定
・
監
視
を
担
う
議
会
が
緊
張
関
係

を
保
ち
切
瑳
琢
磨
し
て
県
政
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。
政
策
形
成

ウ
エ
ル
カ
ム
日
野
自
動
車
の
展
開
は

要
望
を
伺
い
、
迅
速
、
丁
寧
に
対
応
す
る

な
ど
、
契
約
栽
培
の
一
層
の
推
進
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
効
果
的
な
畑

地
基
盤
整
備
や
、
大
規
模
産
地
の
利

点
を
活
か
し
た
販
路
拡
大
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
常
総
・
八
千
代
の
道
路
整

備
、
不
法
投
棄
対
策
な
ど
も
質
問
）

で
の
情
報
提
供
や
議
案
審
議
で
の
意

見
の
取
り
入
れ
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
総
合
計
画
、
北
関
東

三
県
連
携
と
効
果
的
な
振
興
策
、
県

財
政
の
再
建
な
ど
も
質
問)

　次回の、平成 23 年第 2回定
例県議会は、6月 6日から 16日
までの 11 日間の会期日程で開
催される予定です。

お知らせ

月日 曜 議事予定
6.6 月 議会運営委員会

本会議（開会、知事提出議案説
明）

7 火 議案調査
8 水 議案調査
9 木 議会運営委員会

本会議（一般質問・質疑）
10 金 議会運営委員会

本会議（一 般質問・質疑、
議案常任委員会付託）

11 土
12 日
13 月 常任委員会
14 火 常任委員会
15 水 元気ないばらきづくり調査特別

委員会
16 木 議会運営委員会

本会議（委員長報告、採決、閉会）


